













































































































































































































言副 には、国際モスレム協会に関する記述はない。 なお、白崇譜（名誉顧問） は参列していないが、
祝辞を寄せている。
佐久間に関して、松本（２００９）が詳しい。佐久間は日本人ムスリムであり、満鉄からの後援を受け


















































































































































スキマン首相 （Ｓｍにも中ａｎｗ鱒ｏｓａｍ雨 ｏ）、スバルジョ前外相 偽ｃｈｍａｄｓｏｅｂａｒｄｉｏＤ岡ｏａｄｉｓｏｅ巧ｏ）、 ハシム宗教大臣
（ＷａｈＡｄＨａｓｙｉ＊：Ｐ）（以上インドネシア）。 ナジムデイン首相 （顔級ｗａｊａＮａ嘘ヒロｕｄｄ血）、 カーン外相 （Ｍｏｈａｍｍａｄ
Ｚ紙如迎山 勘Ｌｍ）、フセイン外相代理、スタルサイス大使（以上パキスタン）。 ナハス苛虐詠目（ＭｏｓｔａｆａＢ１‐Ｎａｈａｓ）、ア




























































































































































































































嬢 「室北清真寺昨落成 六百鹸人参加成鵬典 陳副糸聯繋卦虎召回教同胞 合作圏結消滅共産主義」『中央日幸剛１９６０年４月１４
日、第一版 「中波 ”＋文〕非日回教代表◎共同発表協議郭真／団結東南亜回教人民提高警覚／反抗鱒に霜命邪説説法
予以擢毅」『中国回教協会云ｉＥ副 第７３期（１９６０年４月２５日）第一版
４３「佐久間貞次郎◎禎り東山年譜」（佐久間東山『蓑世誌堀副 現代響朝社、１９８５、２８９÷イ２９３頁）。
－２３－
林期の回教協会の一員であった宮村三郎が、国際モスレム協会の創設段階に関わっていたことが立
証できた。国際モスレム協会は、佐久間貞次郎（戦前期中国で活動した日本人ムスリム）の主催した
糸麟哉だが、旧回教協会職員との合作でもあったのである。そして、国際モスレム協会には、四王天期
の回教協会関雛系者の関与は全くない。Ｇｒｅｅｎｍ‐ａｇを糸鴫峯いても、日本イスラム協会（四王天期回教協
会の後継団体で１９６２年まで大ネ帽謙太郎が理事長）と交流した形跡も確認できない。イスラム協会関
係者のなかでも松田寿男（早大教授 １９６０年に日本イスラム協会常任理事、６３年に理事長）は、国
際モスレム協会に関与しているが、今回の対象日射期は、そもそも松田が日本イスラム協会に参加する
前にあたる。
大日本回教協会と国際モスレム協会を比較すると、その手￥去締理念；湖断ｋされているとみることが
出来る。 ただし、国際濠環境の変化により、国際的反響は大きく変わってしまっている。
大日本回教協会の対外宣伝の効果に関して筆者はそもそも懐疑的である。その宣伝内容は、汎イス
ラーム主義、反共、反英米を主体としていたが日本盟主論を前提としており、ムスリムからの共感を
得られにくいものであった。また、内容の善し悪し以前に、敵国からの妨害に遭っており、対象者に
届いていなかった可能性がきわめて高い。日本の回教政策に関与した外国人ムスリムはいるにはいた
が、 占領下のムスリム、あるいは１敏治的な理由による対日協力者であった。
対して、国際モスレム協会は、幸狩テ部においても機関誌執筆陣においても、国際的な連帯に難なく
成功している。また、広く世界のムスリム読誘テからの反響も確認できる（特に、戦前期は敵対してい
た白崇藷率いる中国ムスリムとの連帯を達成）。宣伝内容は、汎イスラーム主義、強固な反共主義と貿
易立国日本の宣伝であった。確かに、独善的な日本盟主論などはなくなっている。だが、筆者は、日
本の回教政策、国際モスレム協会（そして佐久間）が劇的に変わったようには思われない。変わった
のは、むしろ国際額環境の方ではないだろうか。
佐久間が戦後そのスタンスを変えずに国際舞台に復帰出来たことは、戦後新しいパトロン（金銭的
援助だけでなく、佐久間の活動をスムーズに進めるための便宜も含む）を得たことを意味している。
戦前期佐久間；滋筒鉄の後援で活動をしていたが、戦後期に国際反共主義宣伝の展開を行った勢力によ
って利用価値を見出されたのである。このパトロンの特定は、日本国内、もしくは国外（あるいは両
方）だったのかも含め、本研究では解明できていないが、後援者なくして国際モスレム協会の活動は
不可能ではないだろう力も 戦前期に中国ムスリムから「偽ムスリム」と指弾された佐久間が、台湾回
民と醍雛系を修復できたことも、何らかの仲介者なくして不可能だったはずである。また、冷戦体制の
なか、米国の関与は恐らくあったはずである。米国が東アジアで展開した広幸影セ交」文化冷戦戦略は
近年注目を集めている製。国際モスレム協会の活動も米国の文化冷戦戦略の中に位置づけることが可
能であろう。東アジアにおけるこうしたイスラーム問題を国際反共主義と関連付けて論じるならば、
米国はどのように見ていたのか？もしくは何らかの関与はあったのか？といった問題は問われなけ
ればならない。米国の関与の有無に関する究明は、極東におけるＣ］醜の活動に関する文書（米国国立
公文書館などに所蔵） を収集することによって今後進めていきたいと考えている。
最後に、国際モスレム協会解散後の回教政策に関して付言しておきたい。１９６０年に国際モスレム
協会が解散すると、戦後日本において回教政策はｉ金絶することになった。これは外務省の動向と軌を
一にしている。戦後日本外務省において、かつての回教政策は中東、中央アジア、東南アジアと士勘或
ごとに分割され、士勘或◎民族を基軸とした外交政策に取って代わられた。特に１９５０年代末からエネ
ルギー問題を主要因として、日本は中東外交を展開することになる４５。そして、資源確保と国際貢献
（中東和平仲介）の径視点から中東問題の重要性が認められ、１９６１年５月に外務省内に中近東アフリ
カ部（６５年５月局に昇格、２００１年１月 「中東アフリカ局」に改称）が設鰭阻され、田ネ・杉聯合、片倉邦
製貴志俊彦り土屋由香編『文化冷戦の日瀞毛－－アメリカとアジア』国際割完、２００９を参照℃
蛎戦後日本の中東絶交については以下を参照り 丸山直起「中東と日本外交」 「顔のみえなし汐十三交」からの脱却」『国際
間云園４４４（１９９６）。 加藤淳平 「西アジアとアラブ諸国に対する日本の外交」バンドン会議からイラン◎イラク戦争
まで」『常磐国際珠己要』７（２００３）。白勲閏一郎『「経済大国」日本の外交」エネルギー 資源跡交の形成
　
１９６７～１９７４
年』千倉書房２０１５。
－２４－
雄等を筆頭に、アラビア語を自在に操りアラブ問題に精通したアラビスト外交官を生むことをこなった。
「アラビスト」という言葉に象徴されるように、戦後の外務省の中東認識においては民族主義◎世俗
主義が第一であり、宗教的要素、すなわちイスラームは副次的なものと見なされるに至った。
　
しかし、見方を変えれば、独立直後の１９５０年代は、１９３０～４０年代の回教政策が１９６０年代以降の
アラブ外交に完全に移労テするまでの過渡期と位置づけることも可能である。そのような過渡期だから
こそ、戦前の回教政策の復活が一時であろうとも実現したのである。国際モスレム協会が１９６０年に
解散せざるを得なかったのはある種象徴的である。国際モスレム協会に対し外務省がどのような関与
を行ったのかの解明は今後の課題頁となる。
〔付記１〕本論文は、科学研究費補助金（Ｂ）「一帯一路構想の系譜とエスニティのネットワークを
介した対外文化戦略の研究」（代表：松本ますみ）１６Ｈ０３４６０による成果の÷部である。
〔付記２〕本稿は、以下の既発表論文（中国語）を、日本語をこした上で大幅に改稿したものである。
島田大輔「国際モスレム協舎（国際穆斯林協舎） 典１９５０年代日本学雑形斯蘭宣博工作：戦前日本回教
政策的運績性ノ鰯榛ー 糟性」（李福鐘◎若林正丈◎川島真◎瀕さ郁如玉編『跨域青年拳学者台饗典東亜近代史
研究論集 僕汁ニ輯）』稽郷出版社（台北） ２０１８年１月、ｐｐ。３９９‐４５６）。
－２５－
